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イマーム・ビルギヴィーのスーフィズム観

イマーム・ビルギヴィーのスーフィズム観*

山本　直輝 †

序論

　本稿では 16 世紀オスマン朝の思想家イマーム・ビルギヴィー（İmâm Birgivî, d. 981/1573）のスー
フィズム観を扱う。オスマン朝研究は歴史については膨大な研究が蓄積されてきたのとは対照的
にイスラーム思想については未解明の部分が多い。しかしその中でも 17 世紀にイスタンブルで起
こったイスラーム復古運動であるカドゥザーデ運動は注目を集めてきた1）。彼らはオスマン朝にお
ける「唯一の反スーフィー運動」として捉えられてきたが2）、近年の研究ではナクシュバンディー
教団の導師がカドゥザーデ運動側につき活動していたことが判明するなど、けっしてスーフィー対
反スーフィーといった単純な二項対立でとらえることはできないことが分かり始めている3）。この
ような研究状況に鑑み、カドゥザーデ運動に至るオスマン朝期のイスラーム思想を巡る長期的な研

 * 転写について、人名の場合、アナトリア・バルカンで主に活動したとみなされる人物についてはトルコ語に準じ
た。人名以外の場合は、元の原語に準じた。尚、クルアーンは原文から新たに訳したものである。

 † 　京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科
1）　カドゥザーデ運動については、Necati Öztürk, “Islamic Orthodoxy among the Ottomans in the Seventeenth Century 

with Special Reference to the Qāḍī Zāde Movement.” Ph. D. diss, University of Edinburgh. 1981. や Madeline C. Zilfi, 
“The Kadizadelis: Discordant Revivalism in Seventeeth-Century Istanbul,” Journal of Near Eastern Studies Vol. 45, No. 4. 
1986,  pp. 251–269; Semiramiş Çavuşoğlu, “The Ḳāḍīzādeli Movement: An Attempt of Şerīʻat-mined Reform in the Ottoman 
Empire,” Ph. D. diss, Prinston University, 1990などを参照。

2）　Ahmet Yaşar Ocak, Oppositions au soufisme dans l’empire ottoman.” in Fredrick De Jong & Bernd Radtke (eds.) Islamic 
Mysticism Contested: Thirteen Centuries of Controversies and Polemics, Leiden, Boston and Köln: Brill, 1999, p. 610.

3）　Dina Le Gall, “Kadızadelis, Nakşbendis, and Intra-Sufi Diatribe in Seventeenth-Century Istanbul,” The Turkish Studies 
Association Journal 28:1–2, 2004, pp. 1–28.

İmâm Birgivî on Sufism

YAMAMOTO Naoki

This paper examines the conception of Sufism of an Ottoman scholar, İmâm Birgivî (d. 
981/1573). Since Islamic thought in the Ottoman period is believed to have been in stagnation, 
few studies have been made. Birgivî, who has influenced the anti-Sufi oriented Islamic revival 
movement known as “Kadızade movement,” is an exceptional figure. He has always been 
a strong critic of deviation and evil innovation such as dancing, singing or howling dhikr – 
which he regarded as pleasurable activities enjoyed by the Sufis in his time. Through his Tafsir 
and his most famous treatise entitled “al-Ṭarīqa al-Muḥammadīya (The Path of Muḥammad),” 
Birgivî tried to eliminate these deviations and attempted to re-establish the Islam of the time 
of Muhammad and his companions. Despite his harsh remarks against Sufis, Birgivî has never 
denied Sufism entirely. As a matter of fact, he developed his own concept of true Sufism. He 
believed that the Sharīʻa is regarded as the ultimate element one needs to consider to be close 
to Allah. He further emphasized efforts to fulfill ‘commanding the right and forbidding the 
wrong’ (amr bi-l-maʻrūf wa nahy ʻani-l-munkar) as the only touchstone to determine a person 
as being a true seeker of God. Birgivî’s Sharīʻa-oriented Sufism shows the close relationship 
between commanding the right and forbidding the wrong and Sufism, which has been never 
examined carefully.
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究の始めに、カドゥザーデ運動に思想的影響を与えたとされるビルギヴィーのスーフィズム観を扱
う本稿を位置づけたい。本稿では最初にビルギヴィーの生涯と彼の遺した著作の紹介を行う。次に
本稿の問題設定と、使用資料の紹介を行う。そしてビルギヴィーのクルアーン注釈を資料として用
い、ビルギヴィーの考えるスーフィー像を紹介する。最後にビルギヴィーの『階梯論』を用い、彼
の階梯論の基本構造を紹介するとともに、その中で何が特に重要な位置を占めているのかを明らか
にする。

1. ビルギヴィーの生涯と著作

1-1. ビルギヴィーの生涯

　ビルギヴィーの思想に入る前に彼の生涯と著作の紹介を行いたい。イマーム・ビルギヴィーは名
をタキーユッディーン・メフメドと言い、1523 年立法者スレイマン一世が統治するオスマン帝国
下のバルケシル（Balıkesir）という村に生まれる。幼少より学者であった父の薫陶を受ける。ビルギ
ヴィーの曽祖父シェイフ・リュトフッラー（Şeyh Lütfullâh）はアンカラを訪れた時にバイラミー教
団導師ハジ・バイラム・ヴェリ（Hacı Bayrâm Velî）と出会い彼の後継者となり、バルケシルに戻っ
た後バイラミー教団の導師として活動したと言われており4）、ビルギヴィーはイスラーム教育と
スーフィズムに親しく接することのできる環境で育った。ほどなくしてビルギヴィーはイスタン
ブルに移り、メドレセでイスラーム学を引き続き学ぶようになる。イスタンブルで学問を修めた
後、アブドゥッラフマーン・エフェンディ（‘Abdurraḥmân Efendi, d. 983/1575）の計らいによってエ
ディルネでカッサーム・アスケリという公務に就く。この職はイェニチェリの構成員が亡くなった
後、彼の遺産をシャリーアに則り遺族に正しく分配する仕事を担っていた5）。この職には 4年間就
いていたとされるがその後職を辞し、ある期間までイスタンブルのバイラミー教団に所属していた
ことが知られている。しかしビルギヴィーはオスマン朝に蔓延る聖者崇敬、スーフィー教団と関わ
りの深いウラマー達の間で横行する賄賂、当時オスマン朝で広まりつつあった現金ワクフなどムハ
ンマド時代のイスラームから逸脱した多くの現象を目にし、批判姿勢を強めていく。例えば、現金
ワクフを認めるシェイヒュルイスラームのエビュッスウード・エフェンディ（Ebü’ssu’ûd Efendi, d. 

982/1574）に対して、現金ワクフは法学的に無効であるとする反論の書を書いている6）。スーフィー
教団とそれに近しいウラマー達の腐敗に一貫して否定的であったビルギヴィーは、イスタンブルの
上層ウラマーの多くから反感を買うようになる。しかし一方でスレイマン一世の息子セリムの家庭
教師であったアタウッラー（ʻAṭâ’ullâh Efendi, d. 979/1571）はビルギヴィーを評価し、彼をビルギ村
に新しくできたダールルハディース（dârülḥadîs）の教師に任命した。ビルギヴィーはビルギ村に赴
任してからも、1573 年に疫病によって世を去るまで教鞭をとる傍ら執筆活動を続けた7）。

1-2　ビルギヴィーの著作と影響

　現在 53 作の著作がイマーム・ビルギヴィーのものとして確認されている。そのうち 48 作はアラ
ビア語、5作はオスマン語（トルコ語古典文章語）によって書かれている8）。宗教基礎学・信条、法

4）　Huriye Martı, Birgivî Mehmed Efendi: Hayatı, Eserleri ve Fikir Dünyası, Ankara: Türkiye Diyanet Vakıf, 2011, p. 29.
5）　Martı, op. cit., p. 35.
6）　İmâm Birgivî, Ḥāshiya fī Radd Aqwāl Abī al-Suʻūd, in Rasā’il al-Birkiwī, Beirut: Dār al-Kutub al-‘Ilmīya, 2011, pp. 268–281.
7）　Katharina Ivanyi, “Virtue, Piety and the Law: A Study of Birgivī Meḥmed Efendī’s al-Ṭarīqa al-Muḥammadīya.” Ph. D. diss, 

Princeton University, 2012, p. 23.

8）　Atsız, İstanbul Kütüphanelerine göre Üç Bibliyografyası, İstanbul: Ötüken Neşriyat, 2013, p. 20.
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学、タサウウフ（スーフィズム）、アラビア語、クルアーン学、ハディース学、詩、論理学、修辞
学などジャンルは多岐にわたっている。
　その中でも特に『遺言 Vaṣîyetnâme』（オスマン語）、『ムハンマドの道 al-Ṭarīqa al-Muḥammadīya』
（アラビア語）は高い評価を受けている。Vaṣîyetnâmeには、ビルギヴィーの孫弟子であり、聖者廟崇
敬などのスーフィーの慣行批判を基軸としたイスラーム復古運動を展開した説教師カドゥザーデ・
メフメド（Ḳaḍızâde Meḥmed, d. 1045/ 1635）が注釈書を付けており、カドゥザーデがモスクで説教を
する際によく用いられていた。アラビア語の教科書である『諸神秘の顕れ Iẓhār al-Asrār』も評価が高
く、長くオスマン帝国のメドレセでアラビア語の教科書として使われていた9）。以上からイマーム・
ビルギヴィーは、政治的には上層ウラマーに反感を持たれることが多かったものの、イスラーム学
者としては非常に多くの思想家から高い評価を与えられていることが分かる。

2. 問題設定

2-1. 先行研究におけるビルギヴィー評価の問題点　

　ビルギヴィー研究は近年やっと本格的に始まったこともあり、彼のイスラーム史上の位置付け
はいまだ定まっていない。Öztürkと Zilfi の研究では、ビルギヴィーはカドゥザーデ運動の思想家
たちに思想的基盤を与えた人物として扱われているが、彼の思想そのものには焦点は当てられて
いない10）。
　また従来ビルギヴィーはイブン・タイミーヤに影響を受けている思想家と見なされてきたが11）、
この評価は、両者の思想的影響関係について十分な検討がなされないまま、ビルギウィーをイブ
ン・タイミーヤ的思想家として理解したことに起因するものと考えられる。すなわち、ビルギ
ウィーの影響を受けたカドゥザーデ運動が、当時のスーフィーらの慣行を批判し、「善行の推奨と
悪行の忌避」をテーゼとして掲げるなど、ワッハーブ運動や現代のサラフィーらと通底する特徴を
いくつか備えており、プロト・ワッハーブ運動として捉えられたがゆえに、ワッハーブ運動に影響
を与えたイブン・タイミーヤとビルギヴィーとが容易に重ね合わされ、影響関係が措定されたと考
えられるのである。
　しかし、ビルギヴィーをイブン・タイミーヤの思想的影響を受けた人物とみる評価に対して、近
年の研究においては、批判的な見解があらわれている。Martıは彼がイブン・タイミーヤの名を直
接挙げた著作は存在しないと指摘する12）。またイブン・タイミーヤの高弟であるイブン・カイイ
ム・ジャウズィーヤの名に言及して聖者廟崇敬を批判した『墓参詣 Ziyāra al-Qubūr』はビルギヴィー
の著作と考えられてきたが、実はビルギヴィーの思想の影響下にあったイスラーム学者アフメド・
ルーミー・アクヒサリー（Aḥmed Rûmî Aḳḥiṣârî, d. 1041/ 1632）の著作である可能性が高いとする研
究もあらわれた13）。さらにビルギヴィーの『ムハンマドの道』に関して、欧米の研究初の本格的
なモノグラフを書いた Ivanyi は、ビルギヴィーを、イブン・タイミーヤ的改革者というよりは、

9）　Ivanyi, op. cit., p. 40.
10）Öztürk, op. cit., Zilfi, op. cit.
11）Ahmet Yaşar Ocak, op. cit., p. 610; Khaled El-Rouayheb, “From Ibn Ḥajar al-Haytamī (d. 1566) to Khayr al-Dīn al-Ālūsī (d. 

1899): Changing Views of Ibn Taymiyya among non-Ḥanbalī Sunni Scholars,” in Yossef Rapoport and Shahab Ahmad, Ibn 
Taymiyya and His Times. Karachi: Oxford University Press, 2011, p. 303など参照。

12）Martı, op. cit., p. 65.
13）Ahmet Kaylı, “A Critical Studies of Birgivi Mehmed Efendi’s (d. 981/ 1573) Works and their Dissemination in Manuscript 

Form,” Master Thesis, Boğaziçi University, 2010, pp. 52–66.
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あくまでガザーリーらに連なるような極めて伝統保守的な思想家であると評価する14）。
　このようにビルギヴィーの評価を新たにする研究が徐々に現れてはいるものの、Ivanyi の研究が
『ムハンマドの道』の全体構造の紹介に焦点を絞った研究であることからもわかるように、ビルギ
ヴィーの思想全体をイスラーム史上に位置づけるにはまだまだ多くの個別研究を重ねていく必要が
あろう。それゆえ本稿では、ビルギヴィーの思想の中でも特に曖昧で不明な点が多い彼のスーフィ
ズム観について、彼がスーフィズムについて論じたいくつかの資料を用いて、解析を試みたい。

2-2. 使用資料

　本章では本稿で中心的に扱う資料の簡単な紹介を行う15）。
①『階梯論（al-Maqāmāt）』
　アッラーへ至る道をシャリーア・タリーカ・マアリファ・ハキーカの 4つに大別し論じたスー
フィズムの書である。
②『注釈者たちの序文（Muqaddima al-Mufassirīn）』
　クルアーン第一章から第二章 98 節までに注釈を付けたタフスィール。内容は章句の文法的説明、
修辞語の解釈から神学、スーフィズム的解釈の紹介・考察など多岐にわたる。小杉の啓典解釈分
類区分に従えば、通巻的タフスィールの断片的ケースに属すものと思われる16）。オスマン朝のタ
フスィール研究は Öztürkの著作を除いて研究がほとんど行われておらず17）、ビルギヴィーのタフ
スィールの思想史的位置づけは今後の課題であろう。

3. ビルギヴィーのスーフィー批判

3-1. 雌牛章 29 節の解釈を巡るスーフィー批判

　本章ではビルギヴィーのクルアーン注釈書『注釈者たちの序文』から彼のスーフィー批判の内容
を検討する。ビルギヴィーはクルアーン雌牛章 29 節「彼はお前たちのために大地のもの全てを創
造した（huwa alladhī khalaqa la-kum mā fī al-arḍ jamīʻan）」を、無知なスーフィー達は以下のように
解釈し、イスラームの教えを歪曲していると批判する。

　無知なスーフィー達の中のシャリーアの禁止事項を適当に良しとしようとする者（mubāḥīyīn）
の一部は、無限定に用いられた際にはラーム（lām）は許容を意味し、マー（mā）は大地にある
ものすべてを含むと主張する。また［かれらは］彼（ムハンマド）の言葉「アッラーが僕

しもべ

を愛す

14）Martı, op. cit., p. 112.
15）本稿作成においては『階梯論』『注釈者たちの序文』以外に、『ムハンマドの道（al-Ṭarīqa al-Muḥammadīya）』も
随時参照した。この書はビルギヴィー最後の作品にして、スーフィズムに関する内容を含む、彼の著作の中で
も最も有名なものである。本書は当時のムスリムの倫理的堕落を憂いたビルギヴィーが、イスラームを生きる
とは何かについて論じたものであり、クルアーンとスンナの保持、当時のビドア批判、敬虔（taqwā）とその実践
としての倫理的振舞いの 3つの項目に分けられている。従来の研究では、ビルギヴィーや彼の思想の影響下に
あるカドゥザーデの思想家達はスーフィーに批判的であったと言われているが、この『ムハンマドの道』はスー
フィーの思想家の間でも高い評価を受けた、オスマン朝期のベストセラーのひとつである。後代多くの思想家
によって注釈が施されたが、特に、18 世紀イブン・アラビー学派の碩学アブドゥルガニー・ナーブルスィー
（ʻAbd al-Ghanī al-Nābulusī, d. 1143/1731）やブハーラー出身の思想家でありガザーリーの著作の注釈書も書いてい
るムハンマド・イブン・ムスタファー・ハーディミー（Muḥammad ibn Muṣtafā al-Khādimī, d. 1176/1762）らの注釈
書が有名である。どちらも近年校訂本が出版された。Muḥammad ibn Muṣtafā al-Khādimī, al-Barīqa al-Maḥmūdīya 
fī Sharḥ al-Ṭarīqa al-Muḥammadīya, Beirut: Dār al-Kutub al-ʻIlmīya, Vol. 1–5, 2011. ʻAbd al-Ghanī al-Nābulusī, al-Ḥadīqa 
al-Nadīya Sharḥ al-Ṭarīqa al-Muḥammadīya wa al-Sīra al-Aḥmadīya, Vol. 1–5, Beirut: Dār al-Kutb al-‘Ilmīya, 2011.

16）小杉泰「イスラームにおける啓典解釈学の分類区分――タフスィール研究序説」『東洋学報』76、1994 年、93 頁。
17）Mustafa Öztürk, Osmanlı Tefsîr Mirası, Ankara: Ankara Okulu Yayınları, 2012.
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るならば、罪は彼を害さない」をもって、［罪とみなされるような行為が］許容されると伝える。
また僕が愛と叡智の極致（ghāya al-maḥabba wa maʻrifa）に達し、心が清浄なものとなる。不
信仰より信仰を選ぶ時、外顕の奉仕（khidma ẓāhira）は免除され、［シャリーア上の］禁止事項
（ḥurma）が消滅する。なぜなら［アッラーの］愛する者は、［アッラーは］愛する彼に［規範とい
う］重荷を負わさず、大罪によって火獄に入れることもないからである。」と主張するのである。
　また彼らの一部は以下のように主張する。「彼（アッラーに愛される者になった僕）は外顕の
信仰行為が免除され、彼の信仰行為は思弁（tafakkur）となる」
　しかしこれはイジュマーによって不信仰・虚偽である。なぜなら彼（ムハンマド）の言葉、「も
しアッラーが僕を愛し、罪から守るならば、その（罪の）害が彼を犯さない」との意味がある
としても、それは神定の証拠から外れることなく、啓典の明文によって示されているからであ
る。なぜなら、諸預言者は愛と叡智を完璧なものとし、清浄さを完成させながらも、［シャリー
アの］義務負荷（taklīf）を完遂することを課せられていたからである。18） 

　ビルギヴィーによれば、ムスリムはアッラーの存在、英知、愛などの超越的・神秘的事柄に対す
る思索をいかに深めようとも、それが神の法によってムスリムに課せられる規範を変容・消失させ
ることはできない。このようなビルギヴィーの理解は、一般的に知られる「神秘主義」的スーフィ
ズムを奉ずる思想家達の理解とは異なる。スーフィズムではしばしばシャリーアは枷・締め付け
（qabḍ）として捉えられ超克の対象となるが19）、ビルギヴィーのスーフィズム理解では存在と規範
は必ず峻別されなければならない。

　シャリーアを実践するスーフィー達（al-sūfīya al-mutasharriʻa）の中の覚知者達は――アッ
ラーが彼らの神秘を聖なるものとされますように――は以下のように言う。「アッラーには二
つの完全がある。［一つは］本質［的完全］であり、彼の存在、生、知やそれら以外の顕れの場
を必要とせずそれら（諸属性）によってアッラーを形容するところの本質的属性の必然であり、
それは目的の形において他の者が現れない。また［もう一つは］属性［的完全］であり、それは
行為的諸名の臨在（ḥaḍra al-asmā’ al-fiʻlīya）である。それによってアッラーは形容され、顕れ
の場が必要であるが、［アッラーの］顕現（maẓāhir）は目的の形として現れることはない」。20） 

　前者の本質的完全については、イスラーム神学におけるアッラーの本質的属性についてであろ
う21）。アッラーの本質的属性として認められている生（ḥayāt）、知（ʻilm）、力（qudra）などは何ら
かの対象を必要とせずアッラー自身が独立自存的に持ちうる諸属性である。一方二つ目の諸属性的
完全は、一般に言う行為的属性を指している。行為的属性は創造行為や恵みを与えることなど、必
ずそれを受容する対象によって知られるアッラーの属性である。しかし、例えば神の創造によって

18）İmâm Birgivî, Muqaddima al-Mufassirīn,  Manchester: Majallāt al-Ḥikma. 2004, pp. 378–379.
19）例えば、ダマスカスのスーフィーであるアルスラーン・ディマシュキー（没年諸説あり）は「シャリーアはすべて

締め付けであり、知識はすべて開放であり、真知はすべて指示である。我々の道、その全ては愛であり行為では
ない。消滅であり、残存ではない」と述べている。ここではシャリーアにより規定される行為はアッラーへの愛
によって克服されるものとして捉えられている。ʻAbd al-Ghanī al-Nābulusī, Khamra al-Ḥān wa Ranna al-Alḥān Sharḥ 
Risāla Shaykh Arslān, Beirut: Dār al-Kutub al-ʻIlmīya, 2008, p. 78.

20）Birgivî, op. cit., 2004, p. 379.
21）ビルギヴィーの奉ずるマートリーディー学派におけるアッラーの本質的属性については、Mullā ‘Alī al-Qārī, Sharḥ 

Kitāb al-Fiqh al-Akbar, Beirut: Dār al-Kutub al-‘Ilmīya, 2011, p. 323などを参照。
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生み出されたものであるが、アッラーの法によって禁じられているもの（酒、豚肉など）と、アッ
ラーの創造という諸属性を混同してはならない。雌牛章 29 節「彼はお前たちのために大地のもの
全てを創造した」との言葉は、アッラーの創造によって造られたからといって決して全てのものが
人間に許されていることを意味しない。アッラーの行為的属性と、それによって顕れた被造物、そ
してアッラーが人間に命ずる命令と禁止は必ず区別されなければならないのである。これを自覚す
ることのできるものが、シャリーアを実践するスーフィーである（al-ṣūfīya al-mutasharriʻa）である
とビルギヴィーは説いている。ここから、彼はただスーフィーを批判しているのではなく、あるべ
き「真のスーフィー像」を持っていることが明らかになる。
　
4. ビルギヴィーの階梯論

　ビルギヴィーのスーフィー批判を検討したところ、彼がイスラームの規範から外れたスーフィー
を激しく批判する一方で、シャリーアを実践する一部のスーフィーの存在を認め評価していること
が分かった。ここでは小著ではあるがビルギヴィーのスーフィズム観を明確に示している『階梯論』
を使用し、彼の階梯論の構造を明らかにしたい。

4-1. スーフィズムにおける一般的な階梯論

　ビルギヴィーの階梯論に入る前に、まず初めにスーフィズムにおける一般的な「階梯（maqāmāt）」
論とは何かを紹介し、それとの対照の中でビルギヴィーの特徴を明らかにしたい。スーフィズム
は 10 世紀の禁欲主義者達の勃興以降、実践だけではなく彼らの目指す境地や理念を、テキストを
もって説明しようとする者たちが現れた。彼らの中にはアッラーへの愛をひたすら書き記す者も
いれば、禁欲（zuhd）の精神を記す者、アッラーとの神的合一、すなわち融失（fanā’）の境地を説く
者もいた。その中で、アッラーとの神的合一やアッラーの存在の観照（shuhūd）といった究極の境
地に至るまでの修行者の心的変移をいくつかの階梯（maqāmāt）に分け論じる神秘主義者が登場し
た。代表例としては現アフガニスタンのヘラートで活躍した 10 世紀のハンバル法学派の神秘思想
家アブドゥッラー・アンサーリー（ʻAbudullāh Anṣārī, d. 481/1088）の『旅人たちの宿所（al-Manāzil 

al-Sā’irīn）』が挙げられる。アンサーリーは修行者がアッラーへ至るまでの階梯を 80 の「宿所」にな
ぞらえ論じた22）。スーフィズムの階梯論は階梯（maqām）の他に状態（ḥāl）が存在する。階梯は修行
者の努力により上りつめていくのに対し、状態はアッラーから一方的に与えられる感情や精神の境
地である。彼によれば最初の階梯は「目覚め（yaqẓa）」であり、「悔悟（tawba）」など様々な精神の段
階を通り過ぎた後、最後はタウヒードに至る。本来なら語りえぬようなアッラーとの神秘的な合一
体験への道をスーフィーの思想家は階梯により道筋を示すことを試みたのである。

4-2. ビルギヴィーの階梯論

　次に、ビルギヴィーの階梯論に入りたい。ビルギヴィーはアッラーへ至る階梯をシャリーア、タ
リーカ、マアリファ、ハキーカの 4つに分け、さらにそれぞれに 10 の小段階が列記されており合
計 40 の階梯が存在する。以下各階梯を挙げたい23）。

22）Nahid Angha, Stations of the Sufi Path: The One Hundred Fields (Sad Maydan) of Abdullah Ansari of Herat, Cambridge: 
Archetype, 2010など参照。

23）İmâm Birgivî, al-Maqāmāt in Recep Tutar, İmam Birgivi’nin Makamatı ve Tercümesi, İstanbul: Yasin Yayınevi, 2009.
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シャリーア（法）の 10 階梯
① イーマーン（信仰）
② イスラーム（帰依）
③ イルム（知識）
④ イフサーン（善行24））
⑤ 結婚
⑥ ハラールのものを食べ、ハラールのものを身に着けること
⑦ スンナとジャマーアの民となり、逸脱の民とならないこと
⑧ 憐れみ
⑨ ハラールのものを得、ハラームのものを受け入れないこと
⑩ 善を命じ、悪を禁じること

　
タリーカ（道）の 10 階梯
① 師を求め、罪から悔悟すること
② 教団員（murīd）となること
③ 剃髪、タリーカ（教団）の服を着ること
④ 畏れと喜びの間にいること
⑤ 奉仕
⑥ 克己（qahr nafsi-hi）
⑦ アッラーのもとに戻ること
⑧ 修行衣（khirqa）、鋏（miqrāḍ）、籠（zanbīl）、礼拝絨毯、免許状（ijāza）、教訓、導き
⑨ 民を導く者（ṣāḥib al-jamā‘a）、正しい言葉を語り、アッラーの愛の者となること
⑩ 愛

マアリファ（叡智）の 10 階梯
① 作法
② 畏れ
③ 飢えと満足
④ アッラーの言葉を受け入れ承認すること
⑤ 恥
⑥ 寛容
⑦ 知識
⑧ 清貧
⑨ 心の庇護
⑩ 自身についての知識

24）イスラームの伝統教義学ではイスラームはイスラーム法学、イーマーンはイスラーム神学、イフサーンはタサウ
ウフに措定され、特にイフサーンはアッラーがあたかも目の前にいるかのように感じ生きるムスリムとしての
「完全（iḥsān）」なる境地として扱われる。しかしビルギヴィーの階梯論におけるイフサーンはシャリーアの階梯の
4番目に位置し、上記のムスリムの追い求めるべき信仰の完成形としてのイフサーンではなく、あくまで善行に
勤しむ程度のものとして見なされていると判断し、ここでのイフサーンは「善行」と訳した。
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ハキーカ（真理）の 10 階梯
① 被造物が全てアッラーに帰されることを知ること
② 善と悪を外界ではなく自身の中に見出すこと
③ 施し
④ 死の前に自身から消滅すること
⑤ 被造物に囚われないこと
⑥ 真理を持って語り、完全な師に従うこと
⑦ 敬虔な道を求めること
⑧ 自分から生じた奇跡を隠すこと
⑨ 忍耐、絆、タウヒード、アッラーとの親密な語らい（munājāt）
⑩ 内なる目をもって見、アッラーからの直接知（‘ilm ladunī）を知ること

　タリーカ・マアリファ・ハキーカは細かい段階こそ違うものの「悔悟」から始まる点などを考え
ると従来のスーフィズムで説かれる階梯論の枠内に収まっていると考えられる。タリーカの階梯で
はスーフィー教団に入り、導師の指導を受けることも説かれており、ビルギヴィーがタリーカその
ものに対しては決して批判的ではないことが分かる。また一般的なスーフィズムの階梯論では形而
下的な事柄から階梯を登るにつれ神秘的・形而上的状態へと昇華していくのに対し、ビルギヴィー
の階梯論は本来もっとも高位の階梯であるハキーカの階梯でさえ、神秘的境地はアッラーとの親密
な語らい、アッラーからの直接知程度の言及に留まっている。全体として彼の階梯論はムスリムが
よりよきムスリムとして生きるために必要な事項を述べることを目的としており、アッラーの存在
への近づきという神秘的境地を目的とする古典的な階梯論とは性格が異なる。
　またビルギヴィーは、この 4つの階梯の関係性について以下のように述べている。

　全ての段階はシャリーアによってでなければ完成しない。彼のシャリーアが完全なものでな
ければ、彼にはタリーカ（道）もマアリファ（叡智）もハキーカ（真理）も発生しない。全ての段
階を完成させた後にシャリーアをないがしろにする者は、タリーカもマアリファもハキーカも
ないがしろにするのである。
　預言者曰く、「シャリーアは木であり、タリーカはその枝、マアリファはその葉、ハキーカ
はその果実である。」25）これについての知識とは、シャリーアとは根本であり、その他は枝葉
であるということだ。枝は根によって存在する。根が消えれば、枝も消える。これは、僕はど
の段階（marātib）においてもシャリーアからは逃れられないことを示している。もしシャリー
アの境界から逸脱し、それでも自分は正しい道（ṭarīqa mustaqīm）にいると思うのならば、かれ
は無神論者（mulḥidīn）、滅びる者（hālikīn）、敗者（khāsirīn）のうちの者である26）。

　上記の発言から、ビルギヴィーは 4つの階梯の中でも特にシャリーアの階梯を重要視しているこ
とが分かる。タリーカはスーフィー教団への入団と修行の段階が説かれ、マアリファ、ハキーカで
はスーフィズムの階梯論で説かれるような「悔悟」、「畏れ」や「清貧」などの日常倫理が説明されて

25）アブドゥッラー・マスウードの伝えるところのハディース。校訂本にはハディースの典拠は示されていなかった
とある。Tutar, op. cit., p. 3 (Arabic).

26）Birgivi, op. cit., 2009, p. 3 (Arabic).
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いる。またビルギヴィーはスーフィー教団の間で横行していた踊りなどの慣行を批判したことで知
られているが、スーフィー教団に入ること自体は否定しておらず、むしろ彼の階梯論の重要な柱と
なっていることがここから分かる。しかしこれら一般的にスーフィーらが重んじるような行為や境
地は、シャリーアをないがしろにするならば全く意味を成さないことをビルギヴィーは強調してい
る。シャリーアという「木」がしっかりと根を下ろし成長することでタリーカというスーフィズム
の実践が初めて意味を成し、修行を通してマアリファという葉を実らせ、ハキーカという神の真理
の果実を味わうことができるのである。

4-3. 善行の推奨と悪行の忌避とイスラーム

　ビルギヴィーは 40 の階梯について細かい説明をほとんど行っていないが、シャリーアの階梯の
最高位に置かれる「善行の推奨と悪行の忌避（amr bi-l-maʻrūf wa nahy ʻan-l-munkar）だけは唯一長く
その意味について説明を行っている。

　ここで重要な点とは、アッラーの唯一性（waḥdānīya）の承認（taṣdīq）は、彼（アッラー）が命
じたことを行い、彼が禁じたことを避ける、ということである。……（中略）……もしそれ（アッ
ラーと啓典とそこに書かれている命令と禁止）を受け入れたとしても、アッラーが命じたこと
を行わず、アッラーが禁じたことを避けず、また（アッラーが命じたものに）従い（アッラーが
禁じたものを）避けることを怠ったことによるアッラーの裁きを恐れないのならば、（中略）そ
れらのなかの何処にお前の（アッラーの唯一性の）承認（taṣdīq）はあるだろうか？27）

　「アッラー以外に神は無し」はタウヒードの言葉と言われるように、アッラーの唯一性の承認は
イスラームの根幹を成している。ビルギヴィーは神の唯一性とはアッラーの命令に従うことによっ
て承認されると説いている。前章でビルギヴィーはクルアーン注釈の中で、神の究極の愛を知りえ
た者からは宗教行為が免除され、信仰行為は思弁となると解釈するスーフィーらがいることを紹介
し、彼らのそのような理解は不信仰に陥っていると厳しく非難していた。神秘主義に傾斜するスー
フィーらはアッラーとの合一の境地を表現し、特にイブン・アラビーの神秘思想を奉ずる存在一性
論学派の思想家は、アッラーの世界への自己顕現のプロセスというコスモロジーを説くことに専心
する。しかしこうした思弁行為のみ追求しアッラーが命じたところの規範を実践しないのであれ
ば、彼らの中にはイスラームの信仰は存在しないとビルギヴィーは言っている。ビルギヴィーのイ
スラームでは、アッラーの命令を遵守する善行の推奨と悪行の忌避がアルファでありオメガなので
ある28）。イスラームとはただ神とは何かを考えたり、神の愛を感じるだけではない。彼にとって、
イスラームは思弁以上の何かでなければいけなかった。

結論

　以上、ビルギヴィーのスーフィー批判と『階梯論』を通して彼のスーフィズムに関する言説を纏
めた。ビルギヴィーはシャリーアに従わないスーフィーらを厳しく批判している。アッラーの愛や

27）Ibid., p. 6 (Arabic)
28）Cookは善行の推奨と悪行の忌避を重視したハナフィー学派の思想家としてビルギヴィーの節を設け紹介している

が、彼のスーフィズム論の中で善行の推奨と悪行の忌避が重要な位置を占めている点については指摘できていな
い。Michael Cook, Commanding Right and Forbidding Wrong in Islamic Thought, Cambridge: Cambridge University Press, 
2000, pp. 323–325.
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叡智など語るばかりで法の遵守を忘れるスーフィーはビルギヴィーにとっては何の意味もない。む
しろ彼のスーフィズムはアッラーの命令と禁止をあますところなく実践することが中心に据えられ
ている。ビルギヴィーのシャリーア遵法精神を基軸とするスーフィズムはスーフィズム研究であま
り顧みられることの無かった禁欲主義者の思想の延長線上にあるとも考えられるのである。
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30）ビルギヴィーに帰されているが、アクヒサリー作説が有力。
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